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【理 念】
地域の人々とともに歩み

健康を守り良質な医療と介護を
提供します｡

【基本方針】
いつでも受けられる医療と介護
地域に出る医療と介護
包括的な医療と介護
納得ずくの医療と介護
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事業計画

れ
に
自
信
を
以
て
積
極
的
に
協
力
し

て
参
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
の
様
な
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す

 （
１
）
病
院
評
価
機
構
の

　
　
　

   

更
新
評
価
を
受
審
し
ま
す

　

今
ま
で
反
復
し
て
評
価
を
受
け
て

き
ま
し
た
。
再
び
更
新
の
時
期
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
更
に
内
部
を
点
検

し
整
備
に
努
め
２
０
１
６
年
度
末
に

更
新
審
査
を
受
け
ま
す
。

 （
２
）
急
性
期
医
療
を

　
　
　
　

   

一
段
と
整
備
し
ま
す　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

診
療
科
別
の
実
績
で
は
、
整
形
外

科
の
手
術
実
績
が
２
０
１
４
年
度
比

９
％
増
で
診
療
は
順
調
に
伸
び
、
内

科
は
目
一
杯
活
動
し
て
い
ま
す
が
や

や
戦
力
不
足
、
補
強
が
必
要
で
す
。

　

外
科
の
手
術
実
績
は
一
時
若
干
低

下
し
ま
し
た
が
、
堅
調
に
復
帰
、
泌

尿
器
科
は
常
勤
医
師
１
名
で
過
去
の

２
名
態
勢
に
近
い
成
績
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

　

病
棟
の
業
績
と
し
ま
し
て
は
、
４

階
急
性
期
病
棟
は
急
性
期
各
科
混
成

で
病
床
利
用
率
年
平
均

84.0
％
と
堅

 

２
０
１
６
年
度
は

　
　
　
　

次
の
10
年
間
の
起
点
！
　

　

２
０
１
２
年
度
に
経
営
が
一
時
落

ち
込
み
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
来
、
私

達
は
各
年
度
の
目
標
を
三
段
跳
び
の

Hop

‐Step

‐Jum
p

に
準
え
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
新
病
院
開
設
か
ら
丁

度
10
年
に
当
た
る
２
０
１
５
年
度
の

業
績
は
良
好
で
す
。

　

そ
こ
で
２
０
１
６
年
度
の
事
業
内

容
は
、
次
の
10
年
間
（decade

）
の

画
期
的
な
事
業
発
展
を
企
図
す
る
中

で
の
「
初
年
度
」
に
相
応
し
い
も
の

に
し
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
当
湘
南
東
部
医
療
圏

の
医
療
状
況
の
動
き
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
県
と
そ
の
域
内
の「
地
域（
二

次
医
療
圏
）」
単
位
で
の
協
議
の
場

と
し
て
「
地
域
医
療
構
想
策
定
に
関

す
る
協
議
会
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

近
く
急
性
期
病
棟
の
縮
小
・
回
復

期
慢
性
期
増
床
に
加
え
、
在
宅
医
療

の
推
進
を
骨
子
と
し
て
、
病
院
・
診

療
所
・
介
護
施
設
・
行
政
が
サ
ー
ビ

ス
の
網
の
目
を
形
成
す
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
が
構
築
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。

　

当
法
人
は
こ
れ
ま
で
も
地
域
に
溶

け
込
み
「
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
態
勢
」
を

堅
持
し
て
来
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
流

新たな decade への発進！
2016 年度の事業計画を策定しました

常務理事・病院長　長田　博昭

調
、
５
階
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
も
混

成
で
病
床
利
用
率

87.0
％
と
好
調
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
こ
で
本
年
度
は
、
医
療
費
改
定

に
合
わ
せ
病
棟
機
能
の
一
部
対
応
を

行
う
と
共
に
４
階
・５
階
病
棟
の
病
床

利
用
率
を
其
々
90
・
92
％
と
し
ま
す
。

　

急
性
期
医
療
で
は
消
化
器
・
循
環

器
・
呼
吸
器
内
科
の
常
勤
医
師
を
確

保
す
る
と
共
に
、
外
科
系
に
関
し
て

常
勤
麻
酔
科
医
を
も
求
め
た
い
と
考

え
ま
す
。　
　

 （
３
）
回
復
期
・
慢
性
期
医
療
を

　
　
　
　
　

  

更
に
活
性
化
し
ま
す

　

３
階
回
復
期
リ
ハ
病
棟
は
「
加
算

１
」
条
件
を
整
備
し
て
２
０
１
５
年

度
を
運
営
、
病
床
利
用
率

86.7
％
と
比

較
的
好
調
で
病
院
全
体
の
業
績
を

リ
ー
ド
す
る
部
門
の
一
つ
で
し
た
。

６
階
療
養
病
棟
も
病
床
利
用
率

90.5
％

と
好
調
を
維
持
し
ま
し
た
が
、
余
力

な
し
と
せ
ず
、
本
年
度
は
共
に
92
％

を
目
指
し
ま
す
。

 （
４
）
緩
和
ケ
ア
病
棟
と

　
　

      

在
宅
診
療
部
等
を

　
　
　
　

   

発
展
的
に
強
化
し
ま
す

　

在
宅
診
療
部
は
常
勤
医
師
１
名
態

勢
で
拡
充
さ
れ
ま
し
た
が
、
夜
間
の

緊
急
訪
問
に
限
界
が
見
え
ま
す
。
在

宅
診
療
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
中
核
の
一
つ
で
、
今
後
格
段

の
拡
充
を
要
し
ま
す
。
一
方
、
７
階

緩
和
ケ
ア
病
棟
は
病
床
利
用
に
若
干

困
難
あ
り
病
床
利
用
率
は

85.7
％
に
留

ま
り
ま
し
た
。
在
宅
診
療
部
と
緩
和

ケ
ア
病
棟
の
一
段
と
密
な
連
携
運
営

を
図
る
計
画
で
す
。
特
に
緩
和
・
在

宅
診
療
担
当
医
を
常
勤
で
増
員
し
、

７
階
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
病
床
利
用
率

の
目
標
を
90
％
と
し
ま
す
。

 （
５
）
在
宅
４
部
門
の

　
　
　

      

連
携
強
化
が
必
要
で
す　

　　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
は
院

外
医
療
・
介
護
活
動
の
調
整
に
関
し

て
、
在
宅
診
療
に
加
え
地
域
医
療
連

携
室
と
訪
問
看
護
の
分
野
も
重
要
で

す
。
こ
れ
ら
を
補
強
し
ま
す
。
明
治

地
域
包
括
支
援
（
い
き
い
き
サ
ポ
ー

ト
）
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

及
び
在
宅
診
療
部
は
藤

沢
市
と
医
師
会
共
催
の

多
職
種
連
携
の
会
へ
参

加
し
、
そ
の
推
進
に
尽

力
し
ま
す
。

（次の 10 年間）



 （
11
）
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
す
る

                           

準
備
に
入
り
ま
す

　

電
子
カ
ル
テ
導
入
は
東
日
本
大
震

災
ま
で
検
討
し
て
は
い
ま
し
た
。
導

入
準
備
の
た
め
委

員
会
を
再
び
立
ち

上
げ
ま
す
。

 （
12
）
新
棟
建
設
を
検
討
す
る

　
　
　

   

委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
す

　　

現
状
で
は
病
院
の
建
物
を
目
一
杯

使
っ
て
居
り
ま
す
の
で
、
サ
ー
ビ
ス

を
拡
張
す
る
に
も
追
加
使
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て

患
者
さ
ん
並
び
に
職
員
へ
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
増
進
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
が
、
そ
れ
に
も
空
間
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
現
敷
地
内
で
活
動

ス
ペ
ー
ス
を
造
出
す
べ
く
い
よ
い
よ

「
新
棟
建
設
」
を
検
討
す
る
委
員
会

を
立
ち
上
げ
ま
す
。

 （
13
）
人
材
確
保
と
勤
務
環
境
の

　
　
　
　
　
　

   

整
備
に
努
め
ま
す

　　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
Ｗ
Ｌ

Ｂ
）
即
ち
、
多
様
な
働
き
方
を
相
互

（3）湘南わかばグループ健康ニュース  わかば（No.209）

事業計画

こ
れ
に
依
っ
て
非
侵
襲
的
大
腸
検
査

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
更
新
を
要
す
る
機
器
が

あ
り
ま
す
。　
　

 （
９
） 

地
域
活
動
推
進
室
の

　
　
　
　
　

   

活
動
を
促
進
し
ま
す

　

介
護
予
防
事
業
や
地
域
住
民
組
織

と
の
連
携
事
業
に
加
え
て
、
法
人
独

自
事
業（
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
）

を
引
き
続
き
実
施
し
つ
つ
、
産
業
医

活
動
の
推
進
、
医
師
会
・
病
院
協
会

等
と
の
連
携
を
も
図
り
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
10
）
外
来
の
待
ち
時
間
を

　
　
　
　
　
　
　
　

   

短
縮
し
ま
す

　　

外
来
の
患
者
さ
ん
の
数
に
微
減
は

あ
り
ま
し
た
が
、
診
療
単
価
の
上
昇

が
あ
り
、
堅
調
と
言
う
べ
き
で
は
あ

り
ま
す
。
診
療
科
の
拡
充
に
は
常
勤

医
師
の
増
員
を
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
待
ち
時
間
に
つ
い
て

は
現
状
で
は
こ
れ

以
上
の
改
善
な
困

難
で
す
。
電
子
カ

ル
テ
の
導
入
が
必

要
不
可
欠
と
な
り

ま
し
た
。

に
認
め
て
行
く
た
め
に
、
看
護
部
で

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
を

立
ち
上
げ
ま
す
。
緩
和
ケ
ア
認
定
看

護
師
の
補
充
、
認
知
症
認
定
看
護
師

の
育
成
・
採
用
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

保
育
園
機
能
の
整
備
・
拡
大
も
課

題
で
す
。
又
海
外
へ
の
研
修
旅
行
を

補
助
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
と
考
え
ま
す
。　
　
　
　

 （
14
）
法
人
運
営
に
も

　
　
　
　

   

考
え
る
処
が
あ
り
ま
す

　　

経
営
状
況
と
し
ま
し
て
は
、
平

成
27
年
度
決
算
で
良
い
成
績
を
見

込
ん
で
居
り
ま
す
。
こ
れ
も
職
員

の
一
人
一
人
が
経
営
に
積
極
的
関

心
を
持
ち
、
経
営
に
寄
与
す
る
意

識
を
持
っ
て
業
務
に
励
ん
で
い
る

か
ら
と
心
強
く
思
っ
て
居
り
ま
す
。

　

財
務
に
就
き
ま
し
て
は
、
小
回

り
の
利
く
体
質
に
整
理
し
ま
し

た
。
将
来
の
10
年
を
念
頭
に
幹
部

人
材
の
若
返
り
を
図
り
、
職
員
活

動
の
活
性
化

に
寄
与
し
た

い
と
考
え
て

居
り
ま
す
。

 （
６
）
健
診
部
門
を
補
強
し
、

　
　
　
　
　

  

事
業
を
拡
張
し
ま
す

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
受
検
者
数

は
昨
年
微
減
し
ま
し
た
が
、
企
業
健

診
は
増
加
し
ま
し
た
。
一
泊
二
日
の

ド
ッ
ク
検
診
の
拡
充
を
検
討
し
ま

す
。
こ
れ
に
は
宿
泊
設
備
の
拡
張
が

必
要
で
す
。

 （
７
）
湘
南
わ
か
ば
苑
の
好
調
な

　
　
　
　
　

  

活
動
を
維
持
し
ま
す　

　　

利
用
率
は
２
０
１
５
年
、
入
所
・

通
所
共
に
高
く
順
調
で
し
た
が
、

隣
接
施
設
と
の
競
合
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
２
０
１
８
年
度
介
護
報

酬
改
定
に
向
け
て
、
在
宅
復
帰
支

援
型
老
健
を
目
指
し
、
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

 （
８
）
重
要
診
療
機
器
を

　
　
　

  

必
要
に
応
じ
更
新
し
ま
す

　

２
０
１
５
年
度
に
は
Ｃ
Ｔ
を
64
列

機
種
に
更
新
し
、
超
音
波
診
断
装
置

に
就
い
て
も
新
機
種
を
導
入
し
ま
し

た
。
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
Ｃ
Ｔ
Ｃ
（
Ｃ
Ｔ
‐

大
腸
内
視
鏡)

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

４
月
よ
り
湘
南
中
央
病
院
に
入

職
い
た
し
ま
し
た
額
賀
唯
至
（
ぬ

か
が 

た
だ
し
）
と
申
し
ま
す
。
東

海
大
学
整
形
外
科
に
所
属
し
、
昨

年
度
ま
で
付
属
病
院
や
大
磯
病
院

に
勤
務
し
、
再
生
医
療
の
基
礎
研

究
や
外
傷
、
脊
椎
外
科
を
中
心
に

研
修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
縁
あ
っ
て
湘
南
中
央
病

院
に
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

湘
南
中
央
病
院
に
勤
務
し
、１
ヶ

月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん

の
信
頼
が
厚
く
、
地
元
に
密
着
し

た
す
ば
ら
し
い
医
療
を
提
供
し
て

い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
病
院
ス
タ
ッ
フ
は
み
な
優

し
く
、
職
種
間
の
連
携
も
非
常
に

ス
ム
ー
ズ
で
、
新
し
い
職
場
で
も

楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
湘
南
中
央
病
院
の

一
員
と
し
て
、
地
域
医
療
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
医
師
紹
介整形外科

額賀唯至
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勉強会／健康フェスティバル

◆血圧測定、血管年齢測定、骨密度測定、体組成測定
◆医療相談、健康相談、栄養相談、お薬相談、湘南わかば苑による利用相談、進路相談、福祉相談　
◆ AED 体験、救急隊・救急車展示、ユニフォーム体験・撮影（大人・子供用 先着 30 名）
◆似顔絵（整理券あり）、献血、バルーンアート、サンプル配布、記念品配布など・・・　

※お車での来場はご遠慮ください。

健康フェスティバル 2016　開催します！

日時：平成 28 年 5 月 15 日（日曜日）　午前 9 時 30 分～午後 3 時まで
場所：湘南中央病院　前庭・１階フロア　他

湘南中央病院『健康フェスティバル 2016』実行委員会（問合せ先：0466-36-8151）

日本赤十字社

献血バスが

きます

回 講義テーマ 講演内容 担当者 開催予定 定員
1 緩和ケアとは何か 苦痛を和らげることの大切さを学ぶ 在宅診療部（医師：奥野） 4 月 19 日 ×
2 地域での医療連携 多職種連携のコツ、チーム作りの基本 在宅診療部（看護師：風間） 5 月 17 日 △
3 正しい鎮痛剤の使い方 痛み、鎮痛薬・鎮痛方法について学ぶ 薬局（薬剤師：宮澤） 6 月 21 日 〇
4 呼吸器症状への対応 呼吸苦、咳、痰、喀血への対応 めぐみ在宅クリニック（医師：福﨑） 7 月 15 日 〇
5 皮膚症状への対応 褥瘡・かゆみ・リンパ浮腫などへの対応 わかば訪問看護ステーション（看護師：岡田・斎田） 8 月 23 日 〇
6 消化器症状への対応 下痢・便秘・嘔気嘔吐、腹水などへの対応 緩和ケア病棟（医師：片町） 9 月 20 日 〇
7 精神症状への対応 不安、不眠、うつ状態、せん妄への対応 在宅診療部（看護師：森谷） 10 月 18 日 ×
8 食事と栄養について 食事の形態、栄養補給方法、試食 栄養科（栄養士：本多） 11 月 15 日 〇
9 体位の基礎と工夫　　　 安楽を提供するための工夫 在宅診療部（看護師：小尾） 12 月 13 日 〇

10 在宅療養のための制度 利用できる制度と手続きについて知る 在宅診療部（MSW：松本） 1 月 17 日 ×
11 死のプロセスへの対応 刻々と変わる身体変化にどう対応するか 緩和ケア病棟（看護師：木村） 2 月 21 日 △
12 家族ケア・グリーフケア 家族への配慮・悲嘆のケアにどう関わるか 在宅診療部（看護師：森谷） 3 月 21 日 ×

主催：湘南中央病院・在宅診療部　共催：湘南中央病院教育委員会

参加条件：在宅ケアに携わる職種であればどなたでも参加可能（定員制）※定員については下記参照

会　　場：湘南中央病院 3 階会議室
日　　時：下記参照　18：00 ～ 19：00（30 分程度講義ののち質疑応答、相談など）
参  加  費：無料　※駐車場をご使用の場合、駐車料金はご負担ください
参加申込：事前申し込み制（氏名・電話番号・職種・所属名称・参加希望の講座番号を記載し下記 FAX にてお申込みください）

　　       　　FAX：0466-35-5769
締め切り：各講演が定員になるまで　※定員の状況は下記へお問い合わせください

担　　当：湘南中央病院　在宅診療部　がん看護専門看護師　森谷記代子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 0466-36-8151（代表） 内線　2276　TEL 0466-35-2800（直通）

　現在、超高齢社会に突入し、がん、慢性疾患などに罹患した人々の自宅での生活を地域で支援していくこと

が強く求められています。神奈川県は人口 10 万人当たりの病床数が全国レベルをはるかに下回り、がんであっ

ても長期入院は困難な状況です。今後ますます自宅や施設で療養し最期を迎える患者さんが増加することが予

想されています。

　今後地域住民の方々が安心して在宅で緩和ケアを受け、希望があれば自宅での看取りもできるように、患者

さんやご家族のサポートをより強化・充実させる必要があります。

以前より、がん・緩和ケア・看取りについての研修を受けたいというご要望があり、この度在宅緩和ケアに関

する公開勉強会をシリーズで開催いたします。講義形式を取り入れていますが、現場での様々な問題を共有し、

みんなで考えていけるような会にしたいと考えています。

　毎回の参加が難しいという方は講演ごとの参加でも歓迎いたします。会の途中での入退室も可能です。どう

ぞお気軽にご参加ください。

公開勉強会のお知らせ

〇 参加可　△ 若干可　×満員

（整理券の配布はありません）

多職種のための
「在宅緩和ケア  はじめの一歩  勉強会」基礎編
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1. 期　間　6 月１日（水）～ 10 月 31 日（月）まで

2. 対象者（藤沢市より検診対象者に【受診券】と【診査票】が送られてきます）
　  

3. 予約方法　（予約制です）
　            電話予約 ０４６６－３６－８１５５（直通）  

　　            電話予約受付時間：午前 8：30 ～午後 16：00 まで ※水・土曜日のみ 午前 8：30 ～ 12：00 まで　

4. 当日持参するもの（当院で初めて受けられる方はお問い合わせください）
　　

5. 健康診査の内容 

　　計測・検尿・採血・診察  

　　　※心電図・眼底検査は平成 27 年度の結果をふまえ、医師の判断により実施となります

      　　 それ以外の方は、自費で受ける事も可能です。心電図 1,300 円　眼底検査 1,200 円　（価格は税抜きです）

6. 受診当日のご注意

　  午前中に受診される方は、朝食を食べずにご来院ください。（水・お茶は飲んでもかまいません）

　   【お薬を服用中の方へ】

　　　

7. 胃がん検診・乳がん検診については、お問い合わせください

　　 胃がん検診・乳がん検診は 1 年通して実施しております。予約が必要です。

湘南中央病院　健康管理センター　TEL：0466-36-8155

平成 28 年度藤沢市成人検診のご案内

健康管理センターのスタッフです

　　　　　　　　　

鰹 ･  ・・・・・・・100 ｇ
玉ねぎ・・・・・・   50 ｇ
にんにく・・・・・適量
パン粉・・・・・・適量
揚げ油

  

Sawa.m

材料
≪材料 2人前≫　            　　　　230kcal　塩分 1.3 ｇ

鰹のガーリック串かつ

☆時速 60 ｋｍで泳ぎ回る鰹は、ビタミンＡ、ビタミンＢ群、ビタミンＤ、鉄分、カルシウムな
どが豊富に含まれています。なかでもビタミンＤが豊富で 100 ｇで 1 日に必要な分を摂取する
ことがきます。ビタミンＤはカルシウムの吸収を促進しますので、骨粗しょう症の予防に適して
います。

① 鰹を一口大に切り、おろしたにんにく、塩こしょうで下味をつけておく。玉ねぎはくし型に切る
② 鰹と玉ねぎを交互にくしに刺し、小麦粉、卵、パン粉をつけ、油で揚げ、きつね色になったら
     出来上がり

① 藤沢市国民健康保険加入者の 40 歳～ 75 歳未満の方・・・こくほ健康診査（特定健康診査）

② 神奈川県後期高齢者医療制度加入者の 75 歳以上の方・・・後期高齢者等健康診査

③ 藤沢市在住の 40 歳以上の方・・・肺がん・大腸がん・肝炎ウイルス・ABC・前立腺がんの各検診

① 受診券（後期高齢者・特定健診・各がん検診） 　※切り取らずにお持ちください

② 診査票　※左側の問診欄をご記入の上、お持ちください

③ 健康保険証  ④診察券  ⑤平成 27 年度の健康診査結果票　※平成 27 年度当院以外で受診された方

・血圧を下げるお薬や心臓のお薬は服用してください。

・糖尿病の治療を受けている方は、低血糖を予防するため、普段通り

  朝食をとり内服、またはインシュリン注射を行って、ご来院ください。

・それ以外のお薬については、事前にかかりつけの医師にご相談ください。

塩こしょう ・・・・適量
小麦粉・・・・・・適量
卵・・・・・・・・適量
パン粉・・・・・・適量



エ ッ セ イ
　

　この６月 19 日から選挙権

が 18 歳まで引き下がること

となった。

　ワタシが初めて選挙権を行

使したのは今から 52 年前、

場所は田園調布小学校だった。

まだとても堅苦しい雰囲気で、

中に入ったら喋っちゃいけな

い、きょろきょろしちゃいけ

ないといわれ緊張しながら

入ったのを覚えている。私自

身は候補者を見たことも、声

を聞いたこともない、もちろ

ん喋ったこともない人に投票

したのだ。「選挙公報」なるも

のを家で読んでから心に決め

て行ったのだ。後に政治家の

妻になるなどとユメユメ思っ

てもみなかった。

　日本の選挙制度を一夜づけ

でひもといてみた。1889 年

大日本国憲法により一定の財

産を持つ、つまり一定の納税

者の男性にのみ参政権は与え

られた。その後数回の改正を

経て 1925 年 25 歳以上の男

性全員に参政権は与えられた。

女性は？もちろん与えられて

はいないのだった。昔も今も

「オトコ」も「オンナ」も女性

から生まれていたには変わり

ないはずなんだけれどなぁ。

　そう、女性参政権の道のり

はもっと大変だったようだ。

第 一 次 世 界 大 戦（1914 ～

1918）がおわり、諸外国で

新しく投票行動に
　参加するあなたたちへ

女性にも参政権をという運動

が高まった。

　日本では、平塚らいてふ（ら

いちょう）さんが若い文学女

性集団の中心にいた。「青鞜

社」で純文学誌が刊行されて

おり、その運動の役割を担っ

ていた。文学活動から次第に

啓蒙活動へと移行していった

が、当然雑誌の発禁処分など

の妨害を受けた。参政権だけ

ではなく母性保護、男女平等

などを求めて幅を広げながら

やっと 1945 年第二次世界大

戦後のポツダム宣言により女

性の参政権は認められた。

　ウダウダと書いてしまった

けれど私はこの「らいてふ」女

史のご尊顔を直接拝したこと

がある。母と親しかった「らい

てふ」さんに母の手紙を携えて

お目にかかりにに行った時だ。

小学校高学年だったと思う。よ

うするに「お使い」に行ったわ

けだ。笑顔がステキな、ゆ～っ

たりとした銀髪の、着物をシャ

キっと着こなし凛としたご婦

人だった。ひとつも怖い人では

なかった。子供心にしっかり刻

みついている。ホントに偉い人

は決して威張ることはしない

のだなあ。

　こんなに苦労してやっと得

た選挙権も、今では投票にす

らあまり行かない人が多いよ

うだ。アメリカ、イギリス、

カナダ等々は 18 歳からの投

票権が与えられている。つ

いでに言えばオーストリア、

キューバ等は 16 歳、インド

ネシア、北朝鮮、スーダン等

は 17 歳、韓国は 19 歳となっ

ているそうだ。政治家そのも

のの責任が重大であるのは言

うまでもない。

　選挙権というものは、自分

の今住んでいる国をどのよう

にしたいか、又どうやって自

分が責任を持っていくかとい

うことを決めるためにあると

思う。自分のこととしてどう

したいのかを意思表示するも

ので、けっして他人ごとでは

ないはずだ。自分の意思表示

を間違えることなく自己責任

のもと、どうか初めての投票

を必ずしてほしいと思う。そ

して投票した人がどういう行

動をとっているかをしっかり

と見届け続けてほしい。自分

たち自身のために。

　話は全然変わるが「世界で

一番貧しい大統領」南米ウル

グアイ大統領を去年まで務め

たホセ・ムヒカ氏が来日され

た。どんなに貧しい大統領と

いわれようとあの笑顔はいっ

たいなんなんだろう。

　私は、食い入るように見た

テレビを思い起こしながら、

前のめりの日本をどんな目で

見ていかれるたのか、「幸せ

ですか？」と大勢の日本人に

直接問いかけたその感想が興

味津々である。

　ぜひムヒカ氏の日本で語ら

れたスピーチを再度読み直し

てみたい。本当のシアワセと

はどういうものかを。
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●
当
院
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
や
節

電
対
策
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
夏
季

期
間
を
軽
装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）
で
執

務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
５
月
１
日
（
日
）
か
ら

10
月
31
日
（
月
）
ま
で
の
期
間
を

原
則
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

理
解
下
さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
場
の
電
力
需

要
最
盛
期
に
は
環
境
省
推

奨
の
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ

ズ
の
対
応
も
検
討
し
、
冷

房
温
度
を
28
℃
設
定
に
て

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
事

と
、
併
せ
て
節
電
対
応
の

た
め
の
照
明
の
間
引
き
等

に
つ
い
て
も
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
来
院
の
み
な
さ
ま
に
は
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　

　

　
　
　 

　
事
務
部
長
　
伊
藤
　
稔

地域施設紹介／こえ

投 書 箱 か ら

（7）湘南わかばグループ健康ニュース  わかば（No.209）

24
時
間
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
、
定
期
的
な
巡
回
訪
問
介
護

と
随
時
訪
問
介
護
を
行
い
ま
す
。

　

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
し

続
け
る
住
ま
い
安
心
の
あ
る
賃
貸
住

宅
で
す
。
朝
・
夕
に
訪
問
し
安
否
確

認
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
お
部
屋
に

は
キ
ッ
チ
ン
・
バ
ス
・
ト
イ
レ
が
つ

い
て
お
り
、
全
室
コ
ー
ル
付
き
（
24

時
間
対
応
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

１

階
に
は
地
域
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
安
心
と
つ
な
が
り
の
あ
る
自
分

ら
し
い
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
高
齢

者
の
方
だ
け
で
な
く
多
世
代
の
方
に

提
供
で
き
る
住
ま
い
で
す
。

　

地
域
の
縁
側
は
、
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
や

支
え
あ
い
を
大
切
に
し

な
が
ら
人
の
和
を
広
げ
、

誰
も
が
い
き
い
き
と
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
多
様
な
地
域
住

民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、

ま
た
、
地
域
の
相
談
窓

口
と
し
て
の
機
能
等
も

を
開
設
し
、
市
民
の
多
様
な

生
活
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る

た
め
、
２
０
０
７
年
４
月
に

藤
沢
市
城
南
に
ラ
ポ
ー
ル
城

南
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

ラ
ポ
ー
ル
城
南
は
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し

た
複
合
施
設
で
す
。
現
在
、

１
階
に
は
共
生
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
「
か
る
が
も
」
に
て
藤

沢
市
地
域
の
縁
側
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
宅
に

訪
問
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
訪
問
介
護
・
夜
間
対
応
型
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
・
定
期
巡
回
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
３
つ

の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

更
に
、
２
階
・
３
階
に
は
小
規
模
・

全
室
個
室
に
て
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
提

供
す
る
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ラ

ポ
ー
ル
藤
沢
サ
テ
ラ
イ
ト
城
南
」
が

あ
り
、
４
階
に
は
全
７
世
帯
の
居
住

ス
ペ
ー
ス
「
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
城
南
」

（
賃
貸
住
宅
）
が
あ
り
ま
す
。

　

要
介
護
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た

在
宅
生
活
を
続
け
る
た
め
、
暮
ら

し
と
ケ
ア
を
支
え
ま
す
。
日
中
・

夜
間
を
通
じ
て
、
介
護
と
看
護
を

一
体
的
に
又
は
連
携
し
な
が
ら
、

 

① 

社
会
福
祉
法
人
い
き
い
き
福
祉
会
と

　
　
　
　
　

   

ラ
ポ
ー
ル
城
南
に
つ
い
て

　　

社
会
福
祉
法
人
い
き
い
き
福
祉
会

は
、
21
世
紀
高
齢
化
社
会
に
む
け
て
、

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
が
参
加

型
福
祉
の
実
現
へ
の
想
い
を
込
め
て

設
立
し
た
社
会
福
祉
法
人
で
す
。

　

私
た
ち
い
き
い
き
福
祉
会
で
は
、

次
の
３
つ
の
柱
を
法
人
の
理
念
と
し

て
い
ま
す
。

　　　

こ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、

１
９
９
４
年
に
藤
沢
市
稲
荷
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ラ
ポ
ー
ル
藤
沢
」

備
え
た
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
の
方
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
趣
味
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動

に
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
予
防
教
室
・
講
座
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
サ
ー
ク
ル
活

動
の
参
加
者
と
講
師
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

強
め
、
地
域
の
絆
や
助
け
合
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
一

度
、
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

 （
相
談
は
平
日
９
時
～
18
時
ま
で
実
施
）

◆ 

社
会
の
一
員
と
し
て
の
尊
厳
を
支  

     

え
ま
す

◆
市
民
と
し
て
の
生
活
の
価
値
を
大 

    

切
に
し
ま
す

◆
自
己
決
定
に
よ
る
主
体
的
な
生
活  

    

を
尊
重
し
ま
す

◆
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

   (

ま
ち
づ
く
り)

の
視
点
で「
参
加
型

   

福
祉
」社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す

② 

24
時
間
365
日
の
訪
問
介
護

       （
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
サ
ー
ビ
ス

④ 

藤
沢
市
地
域
の
縁
側
事
業

                　

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

◆地域施設紹介◆

社会福祉法人いきいき福祉会
「ラポール城南」

ラポール藤沢　在宅介護支援センター
管理者 : 荻原　満寿美

③
「
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
城
南
」
は

　

     

多
世
代
・
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

         

対
応
す
る
住
ま
い

縁側全体



　

平
成
28
年
度
最
初
の
わ
か
ば
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

　

巻
頭
は
長
田
院
長
の
「
新
た
なd

e
c
a
d
e

へ
の

発
進
」
で
す
。
新
病
院
設
立
10
年
を
経
て
次
の
10

年
の
事
業
計
画
を
、
病
院
の
内
部
事
情
も
少
し
ご

披
露
し
つ
つ
力
強
く
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。（
も

う
10
年
も
経
っ
た
の
に
い
ま
だ
に 

新
病
院 

と
言
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
今
で
は
古
い
病
院
を
御
存
知
無
い
方

の
ほ
う
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。）

　

10
年
後
の
２
０
２
６
年
は
、
そ
の
前
年
が
所
謂

２
０
２
５
年
問
題
の
年
で
す
の
で
、
医
療
介
護
に

と
っ
て
は
大
変
な
10
年
間
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
の
難
関
を
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
で
乗

り
越
え
て
行
き
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

訳
で
す
ね
。
私
共
湘
南
中
央
病
院
が
目
指
す
高

機
能
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
に

う
っ
て
つ
け
の
施
設
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
多

難
な
時
代
に
ま
す
ま
す
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

（
呉 

鐡
仁
）

お し ら せ
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地元湘南の風景をポスターカラーという画材で描いています。
湘南に在住の方でしたら、どこか見覚えのある、なじみ深い風景
ばかりだと思います。写実的な表現ですが、常にどこか手描きらしさが
残せないか試行錯誤しています。このたび、ここに展示させていただきます。
ご高覧いただければ幸いです。

　 　  湘 南 中 央 病 院
今月のギャラリー（2016 年 5 ～ 6 月）

連絡先　北  英明
　　　　メール :shonan211@gmail.com
　　　　ホームページ : http://kitahideaki.com/

 

北　英明   ～水彩画展～

　今回の改定は医療介護提供体制の「地域包括ケ
アシステム」を見据えた内容となりました。（こ
のシステムについては健康ニュース「わかば」
No.207 で今井理事長がお伝えしています）。
　病棟を再編し過剰とされる急性期、慢性期の病
床を減らす一方で、在宅医療の担い手を増やす狙
いがありました。
　外来での診察料、入院料については大きな改定
はありませんでした。医薬品の適正給付の視点か
ら湿布薬の処方制限がおこなわれ「1 回の処方で
湿布薬は 70 枚まで」とされています。
　また、入院では食事療養費に変更があり、食事
代が 1 食 260 円から 360 円となっています。こ
れまでの食材費相当の金額から新たに調理費相当
額が加えられました。
　ご不明な点は総合受付までお尋ねください。

◆ 5 月の外来診療担当表◆

午前
午後 月 火 水 木 金 土

内分泌
（糖尿病）

午前
午後

酒井（午前）
予約

酒井（午後）
予約

酒井（午前）
予約（第 3.4）

胸部
化学療法

外来
午前 長田

予約

胸部外科 午後 長田
予約

乳腺甲状 午前 ○

皮 膚 科 午前 露木

心療内科 午前 薗部
予約

三吉
予約

神経内科
午前
午後

松川
予約

リウマチ科 午前 永渕（泰）
予約

禁煙外来 午後 小川 
予約

小川 
予約

小川 
予約

小川 
予約

小川 
予約（応相談）

緩 　 和
ケ ア 科 午後 片町 

予約
片町 
予約

片町 
予約

一 般 外 来

専 門 外 来

※休診日：日曜、祭日、水曜午後、土曜午後

（専門外来は予約が必要です。詳しくは総合受付でお尋ね下さい。）

午前
・

午後
月 火 水 木 金 土

内 科

午前

村川
一般

岡田
一般

循環器

岡田
一般

循環器
岡
一般

村川
一般

新城   
第 1・3・5

 岡  
第 2・4

渡戸
一般

渡戸
一般

新城
一般

永渕
一般

永渕
一般

永渕   
第 1・3・5

 岡田  
第 2・4

相澤
（予約）

相澤
（予約）

相澤
第 2

（予約）

午後

岡田
一般

循環器
永渕

一般
新城

一般

永渕   
第 1・3・5

 岡田  
第 2・4

奥脇（裕）
一般
肝臓

岡
一般

相澤
（予約）

外 科
午前 呉 池田（清） 呉 長田 松﨑 松﨑

午後 松﨑 長田 呉 池田（清）

整 形
外 科

午前

池田（全） 今井 額賀 今井 額賀 池田（全）

木下 額賀 池田（全） 芹ヶ野 木下 芹ヶ野

午後 芹ヶ野 木下 池田（全） 今井

泌 尿
器 科

午前 多田 多田 多田 多田 多田 多田
（逢坂）
（望月）

午後 多田

2016.5.1 現在

（午前）

※医師都合等により休診・代診となる場合がありますので、
　事前にお問い合わせ下さい。

"

"

担当　医事課　風間

平成 28年度診療報酬改定について


